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「安否確認黄色旗」の掲示について 

 

11 月 20 日(日)実施の第 4 回 要援護者支援避難訓練においては、4月の熊本地震を受けて、「災

害時の心構え、自宅での備え、取るべき行動」を実践し、「自治会会員の支え合い・助け合いを

ベースにした避難体制を構築」するため、訓練のための訓練から脱皮し「見学から直接参加へ」

を目標に実施します。 

そこで、写真のように「安否確認黄色旗」の活用を図ることに致しました。災害時要援護者登

録会員及び単身世帯会員の皆様が、災害発生時「私は無事です」と外に示すもので、これにより 

支援隊員や隣近所の方にいち早く無事を知らせる大切な手段となります。 

 

        震度 5 強以上の大災害発生時の安否確認 

  大地震が発生したあと 

あなたが無事であれば、 

この「安全確認黄色旗」を、 

 道路から確認できるように、 

 玄関先など、見やすい場所に 

 掲示して下さい。             「安否確認黄色旗」 

        

             あなたがケガなどで動けない場合 

                       

「安否確認黄色旗」を出さないでください。 

「安否確認黄色旗」は、いつでも取り出せるように分かり易い場所に保管して下さい。 

 

▼このプリントに添えて「安否確認黄色旗」をお届けします。 

▼避難訓練当日、写真のように入口の目立つところに掲示してください。 

▼これは訓練ですから、避難訓練会場に参加・不参加に関係なく、掲示してください。 

▼これも訓練として、掲示してあっても「支援隊員」が声掛けをすることがあります。 

 

「安否確認黄色旗」掲示訓練への参加、よろしくお願いします。 


